
　

今
年
夏
、
非
行
や
罪
を
犯
し
た
人
の
社
会
復
帰
に
つ

い
て
話
を
聞
く
機
会
が
二
度
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
茨
木
市
民
大

会
で
の
倉
繁
英
樹
・
浪
速
少
年
院
長
の
講
演
で
す
。

　

「
矯
正
院
か
ら
少
年
院
へ
の
１
０
０
年
の
歩
み
」
と

題
し
た
お
話
の
中
で
、
院
長
は
在
院
者
の
非
行
の
背
景

に
つ
い
て
、「
も
と
も
と
な
ん
ら
か
の
ケ
ア
が
必
要
だ

っ
た
資
質
上
の
問
題
に
加
え
、
家
庭
環
境
、
生
育
上
の

問
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

説
明
映
像
に
は
、「
発
達
障
害
、
知
的
障
害
等
の
資

質
上
の
制
約
」
＋
「
虐
待
等
の
不
適
切
な
養
育
、
貧
困
、

無
支
援
」
と
あ
り
、
そ
の
影
響
と
し
て
「
大
人
へ
の
不

信
感
」「
自
己
統
制
力
の
不
足
」「
被
害
感
」「
低
い
自
己
評

価
」「
社
会
か
ら
の
疎
外
感
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

発
達
障
害
に
つ
い
て
、
倉
繁
院
長
は
「
発
達
の
ス
テ

ー
ジ
が
変
わ
る
９
歳
ご
ろ
ま
で
の
手
当
が
重
要
」
と
指

摘
、「
こ
の
段
階
で
、
も
う
少
し
小
学
校
や
行
政
の
支

援
が
あ
っ
た
ら
、
少
年
院
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か

も
と
思
う
こ
と
が
あ
る
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
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◆

　

も
う
一
つ
は
「
闇
バ
イ
ト
」
を
巡
る
廣
末
登
・
久
留

米
大
学
非
常
勤
講
師
（
社
会
病
理
学
）
と
服
部
達
也
・

京
都
産
業
大
学
教
授
の
対
談
で
す
。

　

「
闇
バ
イ
ト
」
の
著
書
も
あ
る
廣
末
氏
は
「
一
度
前
科

者
に
な
る
と
出
所
後
も
銀
行
口
座
が
開
け
な
く
な
る
」

と
し
て
、
社
会
復
帰
を
妨
げ
る
「
反
社
登
録
」
の
問
題

を
指
摘
し
ま
し
た
。「(

三
振
で
な
く)

ワ
ン
ス
ト
ラ
イ

ク
・
ア
ウ
ト
」
で
は
、
再
犯
を
繰
り
返
す
「
負
の
回
転

扉
」
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
が
同
氏
の
主
張
で
す
。

　

少
年
院
の
院
長
経
験
も
豊
富
な
服
部
氏
は
、
起
訴
さ

れ
た
18
〜
19
歳
の
「
特
定
少
年
」
に
つ
い
て
実
名
報
道

を
認
め
た
昨
年
の
少
年
法
改
正
を
例
に
、
厳
罰
化
の
傾

向
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。
実
名
報
道
は
一
度
躓
い

た
若
者
の
社
会
復
帰
の
妨
げ
に
も
な
る
か
ら
で
す
。

　

少
年
の
非
行
や
犯
罪
の
抑
制
に
つ
い
て
、
服
部
氏
は

「
必
要
な
の
は
刑
事
政
策
で
は
な
く
、
社
会
政
策
」
と

強
調
し
ま
し
た
。「
な
ぜ
そ
う
い
う
行
動
を
起
こ
し
て

し
ま
っ
た
の
か
」「
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
の
か
」
と
い
う
視
点
こ
そ
重
要
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

令
和
４
年
版
犯
罪
白
書
に
よ
る
と
、
令
和
３
年
の
少

年
院
入
院
者(

男
子)

に
つ
い
て
、
教
育
程
度
で
最
も
多

い
の
が
「
高
校
中
退
」
の
41
％
。
彼
ら
の
保
護
者
は
「
実

母
」
が
40
・
１
％
で
、「
実
父
母
」
の
32
・
９
％
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す(

「
義
父
実
母
」
は
12
・
６
％)

。

　

驚
く
べ
き
は
被
虐
待
経
験
の
多
さ
で
す
。
身
体
的
、

性
的
、
ネ
グ
レ
ク
ト
、
心
理
的
虐
待
を
合
わ
せ
る
と
、

男
子
が
40
・
０
％
、
女
子
は
58
・
９
％
に
も
上
り
ま
す
。
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「
親
ガ
チ
ャ
」
と
い
う
若
者
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
親

は
自
分
じ
ゃ
選
べ
な
い
」
と
い
う
意
味
で
、
レ
バ
ー
を

回
す
と
カ
プ
セ
ル
に
入
っ
た
景
品
が
出
て
く
る
「
ガ
チ

ャ
」
に
例
え
た
も
の
で
す
。
２
０
２
１
年
に
は
新
語
・

流
行
語
大
賞
の
ト
ッ
プ
テ
ン
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

若
者
は
軽
い
ノ
リ
で
使
っ
て
い
る
面
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、
人
生
の
当
た
り
は
ず
れ
は
生
ま
れ
た
時
の
運
次

第
と
い
っ
た
言
葉
か
ら
は
、
自
ら
の
努
力
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
諦
め
や
苛
立
ち
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

厚
労
省
が
公
表
し
て
い
る
「
子
ど
も
の
貧
困
率
」(

所

得
が
中
間
の
人
の
半
分
未
満
の
世
帯
に
い
る
子
ど
も
の

割
合)

に
よ
る
と
、２
０
２
１
年
は
ひ
と
り
親
世
帯
で

44
・
５
％
と
半
数
近
く
が
貧
困
状
態
で
す
。
児
童
相
談
所

で
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
は
２
０
２
１
年
度
に
20

万
７
６
６
０
件
と
、過
去
最
多
を
更
新
し
続
け
て
い
ま
す
。
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非
行
少
年
や
出
所
者
の
社
会
復
帰
を
支
援
し
「
負
の

回
転
扉
」
を
通
さ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
更
生
保
護
で

す
。
活
動
に
は
保
護
司
や
更
生
保
護
女
性
会
の
会
員
、

非
行
少
年
や
出
所
者
を
雇
う
協
力
雇
用
主
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
活

動
に
参
加
す
る
学
生
な
ど
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
当
協

議
会
は
彼
ら
の
活
動
を
資
金
面
で
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

非
行
少
年
や
犯
罪
者
が
生
ま
れ
る
背
景
に
つ
い
て
、

我
々
は
も
っ
と
社
会
に
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
更
生
保
護
活
動
を
通
じ
て
我
々
が
目
に
し
て
い

る
人
た
ち
の
多
く
は
、「
親
ガ
チ
ャ
」
に
恵
ま
れ
ず
、「
生

き
づ
ら
さ
」
を
抱
え
て
き
た
人
た
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　

被
害
者
の
存
在
を
考
え
て
も
、
非
行
や
犯
罪
は
正
当

化
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
は

我
々
の
社
会
の
歪
み
を
映
し
だ
す
鏡
に
も
な
り
ま
す
。

茨
木
市
更
生
保
護
推
進
協
議
会　

会

長　

掛　

谷　

建　

郎

非
行
原
因
の
理
解
と
対
策
が
重
要

　
　

厳
罰
化
だ
け
で
は
問
題
解
決
せ
ず

収入の部
会　　　費 1,000,000

負　担　金 150,000

繰　入　金 0

繰　越　金 658,380

雑　収　入 620

　　計　 1,809,000

支出の部

会　議　費 25,000

事　務　費 35,000

事　業　費 454,000

助　成　費 550,000

社　明　費 100,000

通信運搬費 40,000

慶　弔　費 10,000

積　立　金 100,000

予　備　費 495,000

　　計 1,809,000

令和４年度 決算書 （円）

収入の部

会　　　費 1,006,000

負　担　金 0

繰　入　金 0

繰　越　金 614,774

雑　収　入 0

収 入 総 計 1,620,774

支出の部

会　議　費 11,251

事　務　費 19,820

事　業　費 166,341

助　成　費 550,000

社　明　費 100,000

通信運搬費 14,982

慶　弔　費 0

積　立　金 100,000

予 備 費 0

支 出 総 計 962,394

差引残額 658,380

（差引残額 658,380 円は翌年度へ繰越）

監 査 報 告

　令和４年度茨木市更生保護推進協議会会計

決算につき、収入・支出並びに関係帳簿を監

査したところ、いずれも正確適正に行われて

いたことを認めます。
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画

令
和
４
年

５
月
11
日

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

茨
木
市
推
進
委
員
会

６
月
７
日

茨
木
市
更
生
保
護
推
進
協
議
会
総
会

６
月
29
日

茨
木
地
区
更
生
保
護
協
力
雇
用
主
会

総
会

７
月
16
日

第
72
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

市
民
大
会

９
月
１
日

更
推
協
会
報
発
行
（
第
38
号
）

令
和
５
年

１
月
13
日

茨
木
地
区
保
護
司
会　

新
年
定
例
会

３
月
20
日

更
推
協
会
報
発
行
（
第
39
号
）

３
月

第
72
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

企
画
会
議
（
書
面
）

一
、
更
生
保
護
事
業
の
積
極
的
推
進

一
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の
参
加
と
啓
発

一
、
更
生
保
護
の
理
解
の
た
め
の
研
修
会

一
、
健
全
な
社
会
復
帰
者
に
対
す
る
支
援

一
、
機
関
誌
（
更
推
協
会
報
）
の
発
行

一
、
更
生
保
護
事
業
に
対
す
る
協
力
及
び
助
成

一
、
保
護
司
会
と
の
協
議
及
び
連
絡

一
、
更
生
保
護
女
性
会
へ
の
協
力

一
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
へ
の
協
力

一
、
更
生
保
護
協
力
雇
用
主
会
へ
の
協
力

一
、
関
係
官
公
署
並
び
に
社
会
事
業
諸
団
体
と
の

　
　

連
絡
・
協
調

一
、
会
員
相
互
の
情
報
交
流
及
び
親
睦

一
、
会
員
の
拡
充
強
化

一
、
そ
の
他
こ
の
会
の
目
的
を
達
成
す
る
に
必
要
な

事
業

令和５年度 役員名簿
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会 長 掛谷　建郎

副 会 長 合田　順一
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理 事 高井　一実
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男
性
以
上
に
受
刑
者
の
高
齢

化
が
進
む
女
性
刑
務
所
。「
窃
盗
」

と
「
覚
醒
剤
」
が
８
割
以
上
を
占

め
、
再
入
所
を
繰
り
返
す
「
負
の

回
転
扉
」
を
回
し
続
け
る
女
性
も

多
い
。
本
書
は
女
性
受
刑
者
に

密
着
取
材
し
た
ル
ポ
で
あ
る
。

　

女
性
の
受
刑
者
数
は
２
０
２
０

年
で
１
７
７
０
人
、
全
受
刑
者
の

10
・
６
％
を
占
め
る
。
女
性
比
率

は
１
９
８
９
年
は
4.2
％
だ
っ
た
。

こ
の
間
、
65
歳
以
上
の
受
刑
者
が

男
性
以
上
に
増
え
、
高
齢
化
率

は
１
９
８
９
年
の
1.9
％
か
ら
19
％

と
10
倍
に
な
っ
た(

男
性
受
刑
者

は
12
・
２
％)

。

　

万
引
き
や
覚
醒
剤
は
男
性
で
も

多
い
犯
罪
だ
が
、
女
性
な
ら
で
は

の
特
色
も
あ
る
。
万
引
き
の
場
合

は
、
摂
食
障
害
で
過
食
と
嘔
吐

を
繰
り
返
す
中
で
食
べ
物
を
盗
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
摂
食
障
害
は
体

重
や
体
型
へ
の
こ
だ
わ
り
や
ス
ト

レ
ス
か
ら
く
る
精
神
疾
患
で
あ
る
。

　

覚
醒
剤
に
つ
い
て
は
、
交
際
相

手
や
配
偶
者
か
ら
の
入
手
が
多

く
、
目
的
も
男
性
が
「
性
的
な
快

感
や
興
奮
」
が
第
一
位
な
の
に
対

し
、
女
性
は
「
現
実
逃
避
」
や
「
や

せ
る
た
め
」
も
上
位
に
く
る
。
Ｄ

Ｖ
被
害
、
自
傷
行
為
、
自
殺
念
慮

の
経
験
も
男
性
よ
り
割
合
が
高
い
。

　

認
知
症
の
受
刑
者
に
処
罰
を

科
す
こ
と
に
意
味
は
あ
る
の
か
、

刑
罰
だ
け
で
薬
物
問
題
は
解
決
で

き
る
の
か
―
―
「
処
罰
」
と
「
ケ

ア
」
の
間
で
、
刑
務
所
が
抱
え
る

ジ
レ
ン
マ
は
深
い
。

　

著
者
は
賃
金
や
雇
用
形
態
な
ど

「
男
女
格
差
」
の
問
題
も
提
起
す

る
。
経
済
的
に
も
っ
と
自
立
で
き

れ
ば
、
彼
女
た
ち
が
塀
の
内
に
追

い
や
ら
れ
る
こ
と
も
減
る
の
で
は

な
い
か
？
刑
務
所
は
塀
の
外
の
歪

み
を
映
し
出
し
て
も
い
る
。

　

今
回
は
少
年
事
件
の
犯
罪
か

ら
各
処
遇
の
流
れ
を
説
明
し
ま

す
。

　

ぐ
犯
少
年
は
、
18
歳
未
満
の

犯
罪
を
犯
す
行
状
が
見
受
け
ら

れ
る
も
の
を
、
触
法
少
年
は
14

歳
未
満
で
刑
罰
法
令
に
触
れ
る

行
為
を
し
た
も
の
を
指
し
ま
す
。

ま
た
、
犯
罪
少
年
は
14
歳
以
上

20
歳
未
満
の
犯
罪
を
犯
し
た
も

の
で
す
。
少
年
鑑
別
所
、
少
年

院
、
少
年
刑
務
所
は
い
ず
れ
も

少
年
を
拘
束
す
る
場
所
で
す
が
、

ま
っ
た
く
役
割
の
違
う
も
の
で

す
。少

年
鑑
別
所
は
、
逮
捕
勾
留

さ
れ
た
少
年
が
、
家
庭
裁
判
所

の
審
判
が
下
さ
れ
る
ま
で
収
容

さ
れ
る
場
所
で
す
。
審
判
実
施

前
に
非
行
性
や
性
格
な
ど
を
鑑

別
し
ま
す
。
少
年
院
は
、
審
判

を
受
け
た
結
果
、
普
段
の
生
活

に
戻
る
前
に
、
健
全
な
社
会
復

帰
の
た
め
の
矯
正
教
育
を
受
け

る
場
所
で
す
。
ま
た
、
少
年
が

刑
事
裁
判
に
お
い
て
実
刑
判
決

を
受
け
た
場
合
に
収
容
さ
れ
る

の
が
少
年
刑
務
所
で
す
。

　

チ
ャ
ー
ト
の
流
れ
の
後
、
一

般
社
会
で
の
彼
ら
彼
女
た
ち
の

立
ち
直
り
の
期
間
が
始
ま
り
ま

す
。
立
ち
直
り
の
お
手
伝
い
を

す
る
の
が
保
護
司
な
ど
に
よ
る

更
生
保
護
活
動
で
す
。

　

去
る
７
月
15
日
に
開
か
れ
ま
し
た
第
73
回
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
茨
木
市
民
大
会
で
は
、
式
典
に
引
き
続

き
、
浪
速
少
年
院
院
長
の
倉
繁
英
樹
氏
を
講
師
に
招
き
、

大
正
か
ら
令
和
へ
の
歩
み
の
中
で
今
年
１
０
０
周
年
を

迎
え
た
浪
速
少
年
院
の
歴
史
的
背
景
や
矯
正
院
か
ら
少

年
院
に
移
り
変
わ
っ
た
経
緯
及
び
少
年
司
法
と
児
童
福

祉
と
の
関
連
の
中
で
果
た
し
て
き
た
意
義
と
役
割
等
に

つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
、
同
時
に
こ
れ
ら
現
場
が
抱
え

る
問
題
点
も
示
さ
れ
た
。

　

非
行
少
年
の
処
遇
の
歴
史
は
、
遡
れ
ば
明
治
五
年
に

創
設
さ
れ
た
懲
治
監
に
始
ま
る
が
、
対
象
は
20
歳
以
下

で
、
監
獄
内
の
分
隔
さ
れ
た
収
容
場
所
に
お
い
て
、
刑

罰
と
し
て
で
は
な
く
再
犯
を
し
な
い
た
め
の
教
育
や
訓

練
を
行
う
施
設
と
位
置
付
け
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
興
味
深
い
の
は
、
我
が
子
の
非
行
に
悩
む
保

護
者
が
申
請
す
れ
ば
懲
治
監
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

と
監
獄
則
に
記
さ
れ
て
い
た
と
の
解
説
に
、
百
年
前
の

保
護
者
の
悩
み
も
古
く
て
新
し
き
永
遠
の
課
題
か
と
妙

に
納
得
し
た
次
第
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
名
称
が
懲
治
監
か
ら
懲
治
場
に
変
わ
り
、

法
令
で
教
育
と
職
業
訓
練
を
行
う
場
で
あ
る
こ
と
が
明

確
化
さ
れ
た
が
、
現
場
の
運
営
が
予
算
措
置
も
な
い
ま

ま
各
道
府
県
に
委
ね
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
財
政
難
の
自

治
体
で
は
恐
ら
く
お
荷
物
で
あ
っ
た
に
違
い
な
く
、
な

か
な
か
本
来
の
懲
治
場
た
る
中
身
が
伴
わ
な
か
っ
た
。

官
の
施
策
が
そ
の
よ
う
に
実
効
性
を
伴
わ
な
い
中
、
大

阪
の
池
上
雪
枝
氏
が
私
財
を
投
げ
売
っ
て
家
族
一
丸
で

我
が
国
最
初
の
感
化
院
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
た
。
そ
の

熱
い
思
い
が
監
獄
官
僚
や
宗
教
家
等
の
民
間
篤
志
家
に

受
け
継
が
れ
、
や
が
て
明
治
33
年
の
感
化
法
の
成
立
に

繋
が
り
、
各
府
県
が
公
立
の
感
化
院
を
設
置
す
る
こ
と

と
な
っ
た
が
、
財
政
負
担
を
理
由
に
多
く
の
府
県
は
設

置
に
消
極
的
で
、
８
年
経
っ
て
も
東
京
・
大
阪
を
含
む

２
府
３
県
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
誠
に
残
念
な
事

で
あ
る
。

　

い
つ
の
時
代
も
同
じ
で
、
恐
ら
く
非
行
に
走
っ
た
少

年
達
に
今
さ
ら
公
費
を
使
っ
て
手
を
差
し
伸
べ
る
意
味

は
何
か
、
と
の
世
論
を
含
め
た
消
極
的
な
意
見
に
押
さ

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
皮
肉
な
こ
と
に
、

当
時
、
社
会
不
安
の
発
生
や
急
速
な
都
市
化
の
中
、
少

年
非
行
が
急
増
し
、
特
に
感
化
院
で
は
対
応
で
き
な
い

程
度
に
問
題
性
は
大
き
い
が
、
事
案
内
容
自
体
は
窃
盗

な
ど
比
較
的
軽
微
で
刑
事
処
分
で
は
改
善
更
生
の
機
会

を
十
分
に
与
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
少
年
の
処
遇
が
問

題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
が
、
刑
務

所
の
よ
う
に
厳
格
な
収
容
施
設
で
あ
る
が
、
刑
罰
で
は

な
く
教
育
や
職
業
訓
練
を
行
う
施
設
、
そ
れ
が
矯
正
院

で
あ
っ
た
。
反
対
意
見
も
多
か
っ
た
中
、
様
々
な
議
論

を
経
て
、
ま
ず
は
東
京
と
大
阪
の
２
か
所
の
み
で
、
と

い
う
こ
と
に
は
な
っ
た
が
、
旧
少
年
法
と
矯
正
院
法
が

大
正
11
年
に
成
立
し
公
布
さ
れ
た
。

　

大
阪
に
お
け
る
矯
正
院
の
開
設
準
備
に
は
大
阪
控
訴

院
院
長
の
谷
田
三
郎
氏
が
任
命
さ
れ
、
先
ず
は
開
設
に

相
応
し
い
場
所
の
選
定
に
奔
走
し
、
清
閑
で
水
が
綺
麗

で
年
中
耕
作
が
で
き
、
し
か
も
物
資
の
調
達
が
容
易
で

か
つ
職
員
の
子
弟
の
教
育
環
境
が
整
っ
て
い
る
場
所
と

し
て
こ
こ
茨
木
市
、
当
時
の
春
日
村
の
郡
山
に
決
定
。

翌
12
年
、
初
代
院
長
に
国
立
武
蔵
野
感
化
院
教
諭
の
小

川
恂
蔵
氏
が
任
命
さ
れ
、
こ
の
地
に
我
が
国
最
初
の
少

年
院
の
一
つ
（
も
う
一
つ
は
東
京
の
多
摩
少
年
院
）
が

誕
生
し
た
。
な
お
、
昭
和
24
年
に
現
少
年
法
・
旧
少
年

院
法
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
法
律
上
は
あ
く
ま
で
「
矯
正

院
」
で
あ
っ
た
が
、
少
年
た
ち
の
た
め
の
施
設
と
い
う

趣
旨
を
込
め
て
、
設
立
当
初
か
ら
「
浪
速
少
年
院
」
と

命
名
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
事
も
興
味
深
い
も
の

で
あ
る
。

　

設
立
当
初
や
戦
前
の
写
真
も
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ

た
が
、
特
殊
教
育
（
現
在
の
特
別
支
援
教
育
）
や
音
楽

教
育
・
印
刷
技
術
の
習
得
の
た
め
の
専
門
家
も
配
属
さ

れ
、
図
書
室
、
理
科
標
本
室
、
食
堂
、
温
室
、
医
療
室
、

プ
ー
ル
、
心
理
検
査
室
も
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
当
時
と

し
て
は
相
当
の
充
実
ぶ
り
だ
っ
た
。
戦
後
は
職
業
訓
練

専
門
施
設
と
し
て
理
容
科
、
自
動
車
科
、
板
金
科
、
溶

接
科
、
畜
産
科
ま
で
用
意
さ
れ
て
い
た
。
教
育
と
職
業

訓
練
を
通
し
て
更
生
自
立
へ
の
導
き
に
徹
す
る
浪
速
少

年
院
の
百
年
の
歩
み
に
接
し
、
倉
繁
英
樹
院
長
の
「
真

の
改
善
更
生
は
少
年
院
の
み
で
出
来
る
も
の
で
は
な
く
、

社
会
の
中
で
人
と
の
繋
が

り
の
中
で
し
か
出
来
な
い

の
で
あ
る
。
」
と
の
言
葉

に
、
保
護
司
と
し
て
の
役

割
と
よ
り
以
上
の
日
々
の

研
鑽
の
大
切
さ
を
教
示
い

た
だ
け
た
一
日
で
あ
っ
た
。

　

更
生
保
護
女
性
会
は
、
戦
前
か

ら
少
年
保
護
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
た
女
性
団
体
が
前
身
で
す
。

昭
和
24
年
に
更
生
保
護
制
度
施
行

に
伴
い
、
全
国
的
に
地
区
更
生
保

護
婦
人
会
が
組
織
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。
茨
木
市
で
は
、
当
時
の
保

護
司
会
会
長
、
当
会
初
代
会
長
は

じ
め
関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
、

昭
和
48
年
２
月
に
「
茨
木
市
更
生

保
護
婦
人
会
」
と
し
て
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
16
年
に

現
在
の
「
茨
木
地
区
更
生
保
護
女

性
会
」
と
改
称
し
、
今
年
結
成
50

周
年
を
む
か
え
ま
す
。

　

平
成
12
年
に
は
、
日
本
初
の
虐

待
防
止
の
た
め
の
民
間
組
織
「
子

ど
も
〝
わ
い
わ
い
〞
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
茨
木
」
が
結
成
さ
れ
、
更
女
会

は
構
成
団
体
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動
の
事
務
局
で
あ

る
市
内
３
児
童
養
護
施
設
へ
は
支

援
や
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
に
は
、
市
か
ら
の
助

成
金
が
廃
止
に
な
り
、
活
動
資
金

確
保
の
為
、
バ
ザ
ー
や
素
麺
の
販

売
を
始
め
ま
し
た
。
更
推
協
か
ら

は
毎
年
助
成
金
を
い
た
だ
き
大
変

助
か
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
か
ら
は

孤
立
予
防
の
た
め

「
な
で
し
こ
ほ
っ
と

サ
ロ
ン
」
を
開
設
、

令
和
３
年
12
月
か
ら

は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生

活
困
難
者
へ
の
支
援

と
し
て
「
フ
ー
ド
パ

ン
ト
リ
ー
茨
木
」
へ

の
物
資
提
供
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
浪
速
少
年
院

の
行
事
へ
の
参
加
、
子
育
て
支
援

活
動
・
研
修
会
等
を
復
活
し
て
ま

い
り
ま
す
。
し
か
し
、
会
員
の
高

齢
化
が
進
み
、
新
会
員
募
集
や
Ｉ

Ｔ
の
活
用
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
50
周
年
を
機
に
新
た
な
気
持

ち
で
更
女
会
活
動
に
励
ん
で
行
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

関
係
機
関
、
諸
団
体
の
皆
様
に

は
、
今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
と
は
、
社
会
に
生
き

づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
少
年
少
女
、

中
で
も
主
に
非
行
少
年
に
対
し
て
、

兄
や
姉
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
支

え
る
こ
と
を
活
動
目
的
と
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
茨
木
Ｂ

Ｂ
Ｓ
会
は
、
大
阪
府
内
の
地
区
会

の
一
つ
で
、
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が

茨
木
市
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る

大
学
生
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
は
例
年
通
り

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
で
出
店

し
ま
し
た
。

　

例
年
よ
り
も
か
な
り
暑
く
準
備

の
段
階
で
既
に
汗
が
止
ま
ら
な
い

会
員
も
居
ま
し
た
が
、
無
事
に
二

日
間
を
終
え
、
約
５
３
０
名
の
方

た
ち
に
お
越
し
い
た
だ
き
、「
ほ

か
の
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
よ

り
も
数
が
取
れ
る
！
」
と
リ
ピ
ー

ト
し
て
く
れ
る
お
子
さ
ん
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
加
入
会
員
も
多
数
参
加

し
、「
暑
か
っ
た
が
、
大
学
生
に

な
っ
て
小
学
生
ぐ
ら
い
の
子
ど
も

た
ち
と
関
わ
る
こ
と
が
な
い
の
で

新
鮮
で
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
内

容
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
参
加

し
た
会
員
全
員
が
無
邪
気
な
子
ど

も
た
ち
か
ら
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す

元
気
を
貰
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

保
護
司

　
　
　
　
　
　

   

松
本　

早
智
子

　

保
護
司
拝
命
か
ら
21
年
が
経

ち
ま
し
た
。
学
生
時
代
の
友
人
が
、

「
ま
だ
続
け
て
い
る
の
。
私
は
自

分
の
事
で
精
一
杯
な
の
に
あ
な
た

は
す
ご
い
ね
。
」
と
言
っ
て
く
れ
ま

す
が
、
私
こ
そ
、
保
護
司
を
無
事

に
長
く
続
け
ら
れ
て
い
る
事
に
驚

き
、
感
謝
し
て
い
る
の
で
す
。

　

平
成
14
年
、
新
任
早
々
担
当

し
た
少
年
と
の
出
会
い
が
、
現
在

に
至
る
私
の
保
護
司
と
し
て
の
原

点
で
す
。
非
常
に
複
雑
な
家
庭
の

事
情
が
あ
り
、
ど
う
進
め
て
い
け

ば
い
い
の
か
彼
の
処
遇
に
悩
ん
で

い
る
時
、
当
時
の
観
察
所
の
課
長

さ
ん
か
ら
「
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
は

分
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
分
か
ら

な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
方
が

か
え
っ
て
見
え
て
く
る
も
の
も
あ

り
ま
す
よ
。
」
と
の
助
言
を
頂
き
、

詮
索
せ
ず
、
ど
ん
な
人
に
も
心
に

響
く
も
の
が
あ
る
は
ず
と
信
じ
て
、

焦
ら
ず
、
丁
寧
に
接
し
て
い
こ
う

と
決
め
ま
し
た
。

　

保
護
観
察
の
場
合
、
協
力
者

が
必
要
で
す
。
父
母
や
祖
父
母
、

雇
用
主
さ
ん
等
々
。
以
前
に
無

事
保
護
観
察
終
了
と
な
っ
た
少
年

の
祖
母
が
、
先
日
私
宅
を
訪
ね
て

く
れ
ま
し
た
。
母
親
と
折
り
合
い

が
悪
く
、
引
受
人
で
あ
る
祖
母
か

ら
対
応
の
仕
方
を
教
わ
る
ほ
ど
の
、

最
初
は
お
手
上
げ
状
態
の
非
行
少

年
で
し
た
。「
大
変
な
３
年
間
で
し

た
ね
。
」
と
お
互
い
を
労
い
ま
し
た
。

　

保
護
司
の
仕
事
は
、
面
接
に
始

ま
り
面
接
で
終
わ
る
と
言
い
ま
す

が
、
大
切
な
こ
と
は
、
や
は
り
人

間
関
係
の
構
築
だ
と
思
い
ま
す
。

人
と
よ
く
知
り
合
う
と
い
う
こ
と

は
処
遇
面
で
も
良
い
結
果
を
生
み
、

犯
罪
予
防
活
動
に
も
繋
が
り
ま
す
。

多
様
な
人
達
と
の
出
会
い
も
、
嬉

し
い
こ
と
も
残
念
な
こ
と
も
、
ど

ん
な
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
も
、

人
が
居
て
の
話
で
す
。
さ
て
、
次

は
ど
ん
な
人
と
出
会
う
の
か
と
思

い
つ
つ
、
微
力
な
が
ら
も
う
少
し

奮
闘
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

  

保
護
司

　
　
　
　
　
　
　

兼
光　

徳
郎

　

２
０
１
９
年
に
保
護
司
を
拝
命

し
て
４
年
半
と
な
り
ま
す
が
、
現

在
担
当
し
て
い
る
対
象
者
を
含
め

る
と
、
既
に
７
人
の
更
生
保
護
を

担
当
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ど
の
事
例
も
思
わ
ず
目
を
背
け

た
く
な
る
よ
う
な
犯
罪
や
非
行
内

容
ば
か
り
で
し
た
が
、
毎
月
の
保

護
観
察
を
通
し
て
時
間
を
か
け
て

互
い
に
心
を
通
わ
せ
て
い
る
と
、

だ
ん
だ
ん
と
皆
に
共
通
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

ど
の
対
象
者
も
全
員
が
、
心
優
し

い
持
ち
主
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

し
か
し
、
何
か
が
き
っ
か
け
で
間

違
っ
た
道
に
進
ん
で
し
ま
う
の
で

す
。
そ
し
て
罪
を
犯
し
、
更
生
を

約
束
す
る
も
、
な
か
な
か
そ
の
環

境
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
同
じ
道
を

進
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
負
の
ス
パ
イ
ラ

ル
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
自
身
が
一

番
苦
し
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え

ま
す
。

　

何
故
、
そ
の
間
違
っ
た
道
を
最

初
に
選
ん
で
し
ま
う
の
で
し
ょ
う

か
？
観
察
所
か
ら
渡
さ
れ
る
事
件

調
査
票
を
読
ん
で
い
る
と
、
お
し

な
べ
て
ど
の
対
象
者
も
幼
少
期
に

お
け
る
家
庭
環
境
の
複
雑
さ
が
目

に
付
き
ま
す
。
親
と
の
離
別
や
不

和
、
貧
困
、
育
児
放
棄
、
虐
待

等
、
幼
少
期
の
愛
着
形
成
に
問

題
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
必
ず
し
も
単

独
の
問
題
で
は
な
く
、
い
く
つ
か

が
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
、
非
行

や
犯
罪
に
繋
が
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。

　

こ
う
い
っ
た
事
象
に
気
づ
き
、

自
分
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
と

考
え
、
何
ら
か
の
原
因
で
親
と
一

緒
に
生
活
出
来
な
い
子
供
へ
の
社

会
的
活
動
と
し
て
、「
養
育
里
親
」

に
登
録
し
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
司
と
し
て
、
犯
罪
や
非
行

を
し
て
し
ま
っ
た
方
へ
の
更
生
保

護
は
、
ど
う
し
て
も
「a

fte
r

」
の

活
動
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
道
に

進
む
こ
と
が
無
い
よ
う
、
自
分
に

出
来
る
「b

e
fo

re

」
の
活
動
と
し

て
、
社
会
的
擁
護
が
必
要
な
子

供
へ
の
養
育
里
親
に
も
、
力
を
入

れ
て
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
、

現
在
お
預
か
り
し
て
い
る
０
歳
児

の
里
子
ち
ゃ
ん
を

寝
か
し
つ
け
な
が

ら
、
今
回
の
原

稿
を
書
い
て
お
り

ま
す
。
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茨木市更生保護の集い

なでしこほっとサロン

（　） 第40号 2023年９月１日3 第40号 （　）2023年９月１日 2


	更推協会報-第40号_1-4
	更推協会報-第40号_2-3

